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受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

(記
き

入
にゅう

してください。)

問題
番号 解 答 番 号

No.

1

No.

2

No.

3

1 43

1 32

432

7

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

第
だい

二
に

次
じ

検
けん

定
てい

(必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

) 施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

択
たく

一
いつ

式
しき

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから始
はじ

めてください。

?注
ちゅう

意
い

@

1唖これは試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。�頁
ぺーじ

まであります。

2唖No. 1〜No. 10 まで 10 問
もん

題
だい

があります。

必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから 10 問
もん

題
だい

すべてに解
かい

答
とう

してください。

3唖試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなについては、複
ふく

数
すう

の読
よ

み方
かた

がある場
ば

合
あい

があります。ふりがなは、問
もん

題
だい

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

がないものとします。

4唖解
かい

答
とう

は、別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

には、必
かなら

ず受
じゅ

検
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

し受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をマーク(ぬりつぶし)し

てください。

5唖解
かい

答
とう

の記
き

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

はマークシート方
ほう

式
しき

です。

記
き

入
にゅう

例
れい

1 432 のうちから､正
せい

解
かい

と思
おも

う番
ばん

号
ごう

をHBまたはＢの黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

(シャープペンシルの場
ば

合
あい

は、なるべくしんの太
ふと

いもの)でマーク(ぬりつ

ぶし)してください。

ただし、�問
もん

題
だい

に�つ以
い

上
じょう

のマーク(ぬりつぶ

し)がある場
ば

合
あい

は、正
せい

解
かい

となりません。

6唖解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、消
け

しゴムできれいに消
け

してマーク(ぬりつぶし)し直
なお

してください。

�級 二次
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?No. 1@ 工
こう

事
じ

の仮
かり

設
せつ

備
び

の施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

または施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものは

どれか。

45 指
し

定
てい

仮
か

設
せつ

は、発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

が設
せっ

計
けい

仕
し

様
よう

、設
せっ

計
けい

図
ず

面
めん

、数
すう

量
りょう

、施
せ

工
こう

法
ほう

、配
はい

置
ち

等
とう

を指
し

定
てい

する。

4� 不
ふ

可
か

抗
こう

力
りょく

を除
のぞ

く受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

の都
つ

合
ごう

により任
にん

意
い

仮
か

設
せつ

の数
すう

量
りょう

に変
へん

更
こう

が生
しょう

じたときは、発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

と協
きょう

議
ぎ

して設
せっ

計
けい

変
へん

更
こう

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

がある。

4; 仮
かり

締
しめ

切
き

りの工
こう

事
じ

費
ひ

は、工
こう

事
じ

の積
せき

算
さん

においては直
ちょく

接
せつ

工
こう

事
じ

費
ひ

として計
けい

上
じょう

する。

4= 仮
かり

設
せつ

備
び

は目
もく

的
てき

物
ぶつ

を施
せ

工
こう

するための臨
りん

時
じ

の構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

で、原
げん

則
そく

として工
こう

事
じ

完
かん

成
せい

後
ご

に取
と

り除
のぞ

かれる。

?No. 2@ 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

作
さく

成
せい

の留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

45 過
か

去
こ

の実
じっ

績
せき

や経
けい

験
けん

のみで満
まん

足
ぞく

せず、新
あたら

しい工
こう

法
ほう

や新
しん

技
ぎ

術
じゅつ

の導
どう

入
にゅう

も検
けん

討
とう

して、現
げん

場
ば

に最
さい

適
てき

な施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

を作
さく

成
せい

する。

4� いくつかの計
けい

画
かく

案
あん

を作
さく

成
せい

し、経
けい

済
ざい

性
せい

、施
せ

工
こう

性
せい

、安
あん

全
ぜん

性
せい

等
とう

の長
ちょう

所
しょ

茜短
たん

所
しょ

を比
ひ

較
かく

検
けん

討
とう

して最
さい

適
てき

案
あん

を採
さい

用
よう

する。

4; 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

の要
よう

求
きゅう

品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

するとともに、施
せ

工
こう

の安
あん

全
ぜん

を優
ゆう

先
せん

して計
けい

画
かく

する。

4= 社
しゃ

内
ない

で最
もっと

も経
けい

験
けん

豊
ほう

富
ふ

な者
もの

や現
げん

場
ば

状
じょう

況
きょう

を熟
じゅく

知
ち

した者
もの

から指
し

名
めい

した5名
めい

により作
さく

成
せい

する。

?No. 3@ 下
か

図
ず

のネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

に示
しめ

された工
こう

事
じ

のクリティカルパスとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。ただし、図
ず

中
ちゅう

のイベント◯0〜◯9の間
あいだ

のＡ〜Ｋは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

、Ａ〜Ｋに示
しめ

す日
にっ

数
すう

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

45 ◯0→◯1→◯6→◯7→◯8 →◯9

4� ◯0→◯1→◯2→◯3→◯5→◯9

4; ◯0→◯1→◯2→◯4→◯5→◯8 →◯9

4= ◯0→◯1→◯2→◯3→◯5→◯8 →◯9
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?No. 4@ 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

45 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

は、計
けい

画
かく

→実
じっ

施
し

→検
けん

討
とう

→処
しょ

置
ち

の PDCAサイクルの手
て

順
じゅん

によって行
おこな

う。

4� 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

は、工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

に基
もと

づいて作
さく

成
せい

した工
こう

程
てい

図
ず

表
ひょう

を活
かつ

用
よう

して行
おこな

う。

4; 工
こう

程
てい

図
ず

表
ひょう

のガントチャートは、作
さ

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な日
にっ

数
すう

や工
こう

期
き

に影
えい

響
きょう

する作
さ

業
ぎょう

を把
は

握
あく

するのに適
てき

し

ている。

4= 工
こう

程
てい

図
ず

表
ひょう

の工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

�バナナ曲
きょく

線
せん

�は、工
こう

事
じ

の出
で

来
き

高
だか

や進
しん

捗
ちょく

率
りつ

を確
かく

認
にん

するのに適
てき

してい

る。

?No. 5@ 移
い

動
どう

式
しき

クレーンを用
もち

いた作
さ

業
ぎょう

での安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でない

ものはどれか。

45 機
き

体
たい

は水
すい

平
へい

に設
せっ

置
ち

し、アウトリガーは原
げん

則
そく

として最
さい

大
だい

限
げん

に張
は

り出
だ

す。

4� 運
うん

転
てん

開
かい

始
し

から時
じ

間
かん

がしばらく経
けい

過
か

した後
あと

にも、アウトリガーの状
じょう

態
たい

を点
てん

検
けん

し、異
い

常
じょう

があれば

矯
きょう

正
せい

する。

4; 荷
に

の吊
つり

上
あ

げでは、介
かい

錯
しゃく

ロープを荷
に

の重
じゅう

心
しん

位
い

置
ち

に取
と

り付
つ

け、荷
に

の回
かい

転
てん

等
とう

を制
せい

御
ぎょ

する。

4= 荷
に

の吊
つり

上
あ

げでは、吊
つり

上
あ

げ時
じ

のブーム等
とう

のたわみで作
さ

業
ぎょう

半
はん

径
けい

が大
おお

きくなることを考
こう

慮
りょ

する。

?No. 6@ 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の取
とり

扱
あつか

いにおける安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものは

どれか。

45 杭
くい

打
う

ち機
き

等
とう

の高
たか

さのある建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

は、常
つね

に水
すい

平
へい

に近
ちか

い状
じょう

態
たい

で使
し

用
よう

し、作
さ

業
ぎょう

前
まえ

、作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

、作
さ

業
ぎょう

後
ご

に機
き

械
かい

の傾
けい

斜
しゃ

を計
けい

測
そく

する。

4� 公
こう

道
どう

に架
か

空
くう

線
せん

がある場
ば

合
あい

は、作
さ

業
ぎょう

場
ば

の出
で

入
いり

口
ぐち

に車
しゃ

両
りょう

等
とう

の高
たか

さ制
せい

限
げん

装
そう

置
ち

を設
せっ

置
ち

しておくように

する。

4; トレーラへの自
じ

走
そう

による積
つみ

込
こ

みは、道
みち

板
いた

から外
はず

れないように適
てき

宜
ぎ

ステアリング操
そう

作
さ

をして進
しん

路
ろ

の修
しゅう

正
せい

を行
おこな

う。

4= リース等
とう

による建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、十
じゅう

分
ぶん

な点
てん

検
けん

整
せい

備
び

が実
じっ

施
し

されていることを確
かく

認
にん

す

る。
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?No. 7@ 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に用
もち

いられるヒストグラムを示
しめ

した下
か

図
ず

の�Ａ�〜�Ｃ�にあてはまる用
よう

語
ご

の組
く

み

合
あ

わせとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

�Ａ� �Ｂ� �Ｃ�

45 度
ど

数
すう

品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

ゆとり

4� 度
ど

数
すう

品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

ばらつき

4; 品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

度
ど

数
すう

ゆとり

4= 品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

値
ち

度
ど

数
すう

ばらつき

?No. 8@ 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

における工
こう

程
てい

�品
ひん

質
しつ

が作
つく

り出
だ

される過
か

程
てい

�の安
あん

定
てい

の判
はん

定
てい

に用
もち

いられる X-R管
かん

理
り

図
ず

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

45 工
こう

事
じ

で得
え

られた測
そく

定
てい

値
ち

を用
もち

いた統
とう

計
けい

的
てき

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

手
しゅ

法
ほう

の5つである。

4� 管
かん

理
り

図
ず

を見
み

るだけでは、個
こ

々
こ

の測
そく

定
てい

値
ち

が規
き

格
かく

値
ち

を満
まん

足
ぞく

しているかを評
ひょう

価
か

できない。

4; 管
かん

理
り

図
ず

の管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

は、測
そく

定
てい

値
ち

のばらつきを管
かん

理
り

する目
め

安
やす

となる。

4= 工
こう

程
てい

が良
りょう

好
こう

な場
ば

合
あい

は、測
そく

定
てい

値
ち

に基
もと

づいて打
だ

点
てん

したデータが中
ちゅう

心
しん

線
せん

の上
うえ

側
がわ

に連
れん

続
ぞく

して多
おお

く現
あらわ

れ

る。

?No. 9@ 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

からの排
はい

出
しゅつ

水
すい

�工
こう

事
じ

排
はい

水
すい

�の水
すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

対
たい

策
さく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

45 公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

に排
はい

水
すい

するときは、水
すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

防
ぼう

止
し

法
ほう

の規
き

制
せい

を受
う

ける。

4� 排
はい

水
すい

の汚
お

染
せん

状
じょう

態
たい

を示
しめ

す項
こう

目
もく

には、浮
ふ

遊
ゆう

物
ぶっ

質
しつ

�SS�や水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

�pH�がある。

4; アルカリ性
せい

の排
はい

水
すい

の中
ちゅう

和
わ

剤
ざい

には、重
じゅう

曹
そう

が多
おお

く用
もち

いられる。

4= 排
はい

水
すい

中
ちゅう

の浮
ふ

遊
ゆう

物
ぶっ

質
しつ

は、凝
ぎょう

集
しゅう

剤
ざい

により沈
ちん

降
こう

を促
そく

進
しん

させる。
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?No. 10@ 資
し

源
げん

の有
ゆう

効
こう

な利
り

用
よう

の促
そく

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�リサイクル法
ほう

�上
じょう

、指
し

定
てい

副
ふく

産
さん

物
ぶつ

の再
さい

生
せい

資
し

源
げん

に該
がい

当
とう

しないものは、次
つぎ

のうちどれか。

45 土
ど

砂
しゃ

4� コンクリートの塊
かたまり

4; 木
もく

材
ざい

4= 鉄
てっ

骨
こつ
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